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１．はじめに 
 私のスケジュールの都合から、４日間の集中講

義形式という学生にとっては少し厳しい日程でシ

ステム学の講義を行った。年末年始の開講という

こともあり、少し心配したがほぼ全員の学生が受

講し、演習・課題の提出なども特に大きな問題な

く終える事ができた。授業後に行なったアンケー

トの結果より概ね良好な回答を得る事ができたが、

さらに、今後の授業の進め方について改善するた

めアンケート結果を分析する。 
 
２．アンケート結果による分析 
２．１．アンケートの内容と集計結果 
 授業終了後、表１の１０個の設問についてアン

ケート調査を行なった。表２にその集計結果を示

す。なお、対象は３年生・４年生の計１０名で、

結果はそれぞれの回答に対する割合を示している。 
 表２．アンケート集計結果 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

質問１ 40 60 0 0   

質問２ 20 80 0 0   

質問３ 0 0 100 0 0  

質問４ 80 10 10    

質問５ 40 60 0 0    

質問６ 0 0 70 30 0  

質問７ 20 80 0 0   

質問８ 10 80 10 0   

質問９ 0 90 10 0   

質問１０ 30 60 10 0 0 0

 
２．２．集計結果からの評価 
 質問１～５の結果より、分かり易い授業ができ

たことが解かる。講義全体としては先に述べた通

りだが、演習については、質問６から解かるよう

に少し難しいようであった。授業は、まず講義を

行い、その後、それに対する演習（Ｃ言語による

プログラミング）を行なうという形で進めた。全

体を通して、最初に終わる学生と最後に終わる学

生の差は、少なくても３０分以上はあった。なる

べく声を掛けるようにしたが、進度が遅い学生に

は、もう少し重点的に指導すれば良かったようで

ある。また、質問７～９の結果より、少なくとも

面白くない授業内容でなかった事が解かる。最後

に、質問１０の回答の平均は４．２点であった事

から、概ね良好な授業が行えたことが確認できた。 
 
３．おわりに 
 良好なアンケート結果ではあったが、講義を行

なっている最中の学生の顔から理解できていない

様子が見て取れる場面があった。説明の仕方、資

料の作り方にはまだまだ改善すべき点があるよう

に感じた。 

 
表１．アンケート内容 

 

質問１ 分かり易い教え方か？（Ａ非常に分かり易い Ｂ分かり易い Ｃ分かりにくい Ｄ非常に分かりにくい） 

質問２ 理解できたか？（Ａ良く理解できた Ｂまあまあ理解できた Ｃ あまり理解できなかった Ｄまったく理解できなかった） 

質問３ 話し方は？（Ａとても早い Ｂ早い Ｃちょうど良い Ｄ遅い Ｅとても遅い） 

質問４ 進行スピードは？（Ａ適切 Ｂ早い Ｃ遅い） 

質問５ 分かり易い資料？（Ａ非常に分かり易い Ｂ分かり易い Ｃ分かりにくい Ｄ非常に分かりにくい） 

質問６ 課題は適切か？（Ａ非常に簡単 Ｂ簡単 Ｃちょうど良い Ｄ難しい Ｅ非常に難しい） 

質問７ 授業内容は？（Ａ非常に面白い Ｂまあまあ面白い Ｃ面白くない Ｄ非常に面白くない 

質問８ 今後役に立つ？（Ａ非常に役立つ Ｂまあまあ役立つ Ｃ役立たない Ｄ全然役立たない） 

質問９ 興味を持ったか？（Ａ非常に興味を持った Ｂ少し興味を持った Ｃ少し興味が減った Ｄ非常に興味が減った） 

質問１０ ５点満点で評価するなら何点ですか？（５点が最も良い）（Ａ５点 Ｂ４点 Ｃ３点 Ｄ２点 Ｅ１点 Ｆ０点） 


